
千嵐 2 3年 2月 1 5爵

第二 学年体 裟考様

横浜市屋声ヤ孝棋

棋長 ロ ロ 員行

第 3 0 ロ

手 差 証 書 麦 与 式 との ご 寮 内

閣ごとに経 もはころび本の忠吹が惑 じられる今 円この項,音 経 ,こ

おかれましてはぶ々ご清章のこととお炭 びヤ し上げます。

さて, 3 0期 卒業生が義務教育の採柾 を惨 了し,め でた く卒差 を

空 えることとなりました。 ここに卒業生め前途 を祝福 して,下 記の

妥額 で卒業証書髪与式 を挙行 も`た します。

つ きましては,ご 夕用ヤの ところ試 に恐館 ではギざい ますが ,

行 とぞご虫痔 くださいますようご寮内ヤ し上げます。

壱己

1   寓  皓   子 茂 2 3 年 3 月 9 日 ( ホ) 午 前 9 時 3 0 分 よ り

‐( ! 尭イ寸  8  :  5 0 - 9  :  1 5 )

2  式  場   本 夜体 育館

※終れ八 りますが , 当 露の 白勤 手での ご永枝 はご毛慮願 い ます。

※ 9 時 2 5 分 には , 卒 業生 の八場 が始 まうますので , そ の前 | で に

式場 内へ お八 うくだ さい。

※上晟 さをご持参 くだ さいと


